
     会員継続のお願い  

 ４月、我孫子市消費者の会は、３８期を迎え

ます。 

 昨年３月の大地震、津波、原発事故に私たち

なりに日々心を配り、「我孫子の暮らしを考えよ

う～次の世代のために」のテーマ、命の安全を 

第一に考え、この１年活動してきました。 

他団体と協力して、消費生活展は「３．１１

大地震 その後あなたは…」として今後の防災、

省エネ等に焦点を当てて啓発しました。高齢社

会への対応を探る会では、公助の部分の大地震

の対応を検証しながら、共助の見守り活動の必

要性をこれからどう具体化するかを考えた１年

でした。 

 原発問題に関しては根本から勉強し、原発に

頼らない社会の実現を目指して、全国の活動に

連携しながら行動しました。これらは来期も継

続していく活動です。 

 その他、県庁その他さまざまな会にも、協力

しながら消費者の意見を届け、安全な社会作り

に取り組んでいます。 

このような消費者の会に、来期もご一緒に活

動してくださるよう、お願いします。 

 会費納入書に年会費千円を添えて、ご近所の 

役員、運営委員に３月末までにお届けください。 

 期日までにお申し出が無い場合は、例年の通

り、継続してくださるものと判断して、事務処

理を進めます。また、新しいお友達を是非お誘

いください。郵送会員の方は、和田へ直接お送

りください。 

   総会は５月７日の予定 

 ５月７日（月）13:30～16:00  

我孫子北近隣センター 並木本館ホール 

記念勉強会として「我孫子で受けられる医療

～知っておくと良いこと～」と題して、栗原洋

子さんに話していただきます。この部分は一般

公開します。 

 詳しくは４月の会報で。総会終了後、５月の

定例会も行います。ご協力ください。 

４月の定例会を開きます 

 お忙しいでしょうが、決算等と新年度の計画

について、皆様からのご意見を頂く必要があり

ます。三ツ木さんの塩麹のお話もあります。 

４月２日（月）13:30～16:00 

 我孫子南近隣センター ８Ｆ調理室 

 運営委員の方は、地区の会員の会費をお持ち

ください。 

 今年も緑のカーテンを作りましょう  

手賀沼流域フォーラムの我孫子地区企画の一 

つとして消費者の会主催の緑のカーテンの講習

会を予定しています。苗は手賀沼トラストの方

達が育ててくださり、一人２本が無料で配られ

る予定です。作り方についての質問等にも詳し

くお答えします。是非ご参加の上、今年も緑の

カーテンを作りましょう。 

 ５月１２日（土）１３：３０～１６：００ 

 我孫子南近隣センター ９Ｆ ホール 

びわこふきんについて 

 長年、会の中でも愛用者がいる「びわこふき 

ん」ですが、社会的にも人気が高まって、生産 

に追われていながら原料不足の悩みがあるとか。 

 今回交渉の結果、２００枚単位で送料無しで 

入れてもらえることになりました。仕入れ値高 

騰を定例会で検討し、１枚３００円にすること 

になりました。ご了承の上、ご利用ください。 
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  千葉県消費者フォーラムの予定 

 ５月２４日（木） １２：３０～ 

千葉市市民センター 

 ・基調講演 上 昌広氏（東京大学医科学研

究所特任教授） 

 「放射能問題を考える～福島県浜通り地区で

の活動を通して～」 

  大分先の話ですが、是非ご参加ください。 

 詳細は４月号でお知らせします。 

 手賀沼のフナ・モツゴが出荷停止に 

 やはり、という思いを持たれたことと思いま 

す。フナから400ベクレル、モツゴから171ベ 

クレルの放射性セシウムが検出され、出荷停止 

になりました。今年はトライアスロンも中止で 

しょう。この数ヶ月増えているということで、 

水がだんだん汚れているのが心配です。 

地方消費者グループ・フォーラム 

IN関東  
～もっとつながろう！地域から～ 

 ３月６日大宮ソニックシティ 第１展示場で 

関東１都９県の消費者団体と行政参加のフォー 

ラムが、実行委員会と消費者庁によって開かれ 

ました。参加者は１８０人。 

 この中で事例報告として５団体が発表しまし 

たが、２つの報告について記します。 

 ①世田谷区の消費者カレッジ出前講座制度 

 どこの市町村でも要請があれば出前講座を開 

いています。世田谷区は毎年一般消費者を募集 

して消費生活講座を開き、消費者問題を勉強し 

てもらいます。その後「ひとえの会」に入会し 

て更に学習を重ね、その中から出前講座の区民 

講師を頼んでいます。２５程の講座を用意し、 

年間１００回の出前講座を実現しています。 

２２年度には派遣講師数延べ４４４名受講者数 

７，７３３名と報告されました。 

 ②千葉県消費生活相談員の会の啓発冊子 

 若者が消費者被害に合わないよう、高校生向 

けに、県民提案事業の一つとして「オトナ社会 

へのパスポート『知っておきたいこれだけは』」 

を作り、伝手を頼って高校生に講座を開いてい 

るとのこと。 

 卒業前の高校では是非実施して欲しい講座だ 

と思いました。 

     バス見学会の報告 

 ３月１２日、今年度２回目の見学会を行いま 

した。参加者は２３名。 

 ①千葉大学の野菜工場 

 日本での農業が業として成り立つことを考え、 

１つの方法としてハウスの水耕栽培での可能性 

を実験しているのが、この野菜工場だと思いま 

した。様々な企業の出資を受け、トマトの種類、 

栽培方法によって、味、見た目、収穫量、病気 

や害虫被害が出るかどうか等の違いを検証して 

いました。レタスの場合は夜間電力を使ってど 

の位効率よく収穫できるかが焦点のようでした。 

 参加者の一人が「これからはみんな、こうい 

う栽培になるのかなぁ」とつぶやかれました。 

 私たちも見守っていきたいと思います。 

 ②クリーンセンターのリサイクル現場 

 他の自治体の焼却灰の放射線量に比べ、我孫 

子市は、一応基準値以内に納まっています。そ 

れは剪定枝木を別に集め、燃やさず、チップ化 

し肥料用にしていたからです。ただしこれは、 

農地用には出さないでいるそうです。 

 我孫子市民の分別への協力はすばらしく、他 

の自治体が羨む程。資源化率２１年度３９．８％ 

で千葉県で一位。それでも１９年度４２．４％ 

だったので、一層の市民の協力を期待したいと。 

 放射能問題で、小学生の社会見学が実施でき 

ないのが悩みと伺いました。 

  北茨城市へ支援を続けましょう 

 我孫子の雑芥を埋め立て処分していただいて 

いる北茨城市へ、昨年は義援金を送りましたが、 

現在も復興が遅れているそうです。衣類、生活 

用品でも良いそうです。下記へ。 

 319-1542 北茨城市磯原本町１－３－９ 

 北茨城市商工会 藤島様あて。 

 

    ・・・ キ リ ト リ ・・・ 

      会 費 納 入 書     

 我孫子市消費者の会第３８期年会費1,000円 

を納入します 

  氏名 

  住所 

  電話 

（住所、電話の変更の方は赤字で） 


